
令和７年度 社会人経験者(短時間採用枠) 第１次試験 論文課題

高知県では、男女が共に働きやすく、仕事と家庭の両立の推進などの職場環境づ

くりに積極的に取り組んでいる企業を県が認証する「高知県ワークライフバランス

推進企業認証制度」を設けるなど、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

の実現に向けた取組を進めています。

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組を進める上での課題を挙げ、どの

ような取組が必要か、あなたの考えを述べてください。

農産物は、需要と供給のバランスで価格が決まるため、肥料や燃料など生産資材

の価格高騰が続く中、コストを販売価格に転嫁することが難しく、農業所得が減少

し、将来の農業経営を不安視する農業者もいます。

国は、農産物においても、生産コストを反映した価格で取引されることを目指し、

取組を進めているところです。

こうした取組を進めていく上で、消費者の理解促進は欠かせず、「産地や農業者

を応援しよう」といった意識の醸成が求められるところです。

そこで、生産コストを反映した価格での取引に向けて、消費者の理解を得るため

に、高知県として、どのようなことに取り組んでいくべきか、あなたの考えを述べ

てください。
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令和７年度 社会人経験者(短時間採用枠) 第１次試験 論文課題

国民の約４割が罹患しているといわれる花粉症は社会問題化しており、「花粉症

に関する関係省庁担当者連絡会議」において、発生源対策、飛散対策、発症・曝露

対策の花粉症対策の３本柱が示されました。

この柱の一つである発生源対策では、10年後には、花粉の発生源となるスギ人

工林を約２割削減させることを目指すこととしています。

そこで、花粉の発生源対策を進めるため、高知県としてどのように取り組むべき

か、あなたの考えを述べてください。
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